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新
編
武
藏
風
土
記
稿
卷
之
八
十
三

 　

都
筑
郡
之
三　

神
奈
川
領

◎
二ふ

た
ま
た
が
わ
む
ら

俣
川
村　

二
俣
川
村
は
、
郡
の
南
に
あ
り
、
こ
の
地
名
は
【
東
鑑
】
な
ど
に
も

の
せ
て
、
ふ
る
く
よ
り
も
き
こ
え
た
り
、
土ど

じ
ん人

の
傳つ

た

へ
に
、
隣
村
長
津
田
・
川
井

の
二
村
よ
り
湧

ゆ
う
し
ゅ
つ出

す
る
二
條
の
小
川
あ
り
、
そ
の
川
、
村
の
東
方
に
て
合が

っ

し
一
條

と
な
る
所
、
又
を
な
す
に
よ
り
と
な
へ
は
じ
め
し
な
り
と
、
古
は
御み

く
り
や
ご
う
は
ん
が
や
し
ょ
う

厨
鄕
榛
谷
庄

に
屬ぞ

く

せ
し
と
云
、
又
初
は
小
机
領
に
屬
せ
し
が
後
に
神
奈
川
領
に
改
ま
り
し
と
ぞ
、

江
戸
日
本
橋
よ
り
行
程
十

（
約
四
〇
㎞
）

里
に
あ
ま
れ
り
、
家
數
百
五
十
二
軒
、
村
の
四し

り
ん隣

は
、
東

の
方か

た

川
島
・
市
野
澤
の
二
村
に
つ
ゞ
き
、
南
は
今
井
村
お
よ
ひ
相
州
鎌
倉
郡
奈な

　
せ瀬

・

岡お
か
づ津

の
二
村
に
接
し
、
西
も
同
國
阿あ

　
く
　
わ

久
和
村
と
當
郡
上
下
川
井
村
と
に
て
、
郡
中

の
大
村
に
し
て
且か

つ

山さ
ん
こ
く谷

の
間
な
れ
ば
、
そ
の
さ
ま
他
村
に
は
似
ず
、
村
民
の
住

じ
ゅ
う

す

る
所
す
べ
て
四
區
に
わ
か
れ
て
村
落
を
な
す
、
榛は

ん
が
や谷

・
膳ぜ

ん
ぶ部

谷
・
本

ほ
ん
じ
ゅ
く宿

・
二ふ

た
ま
た
が
わ

又
川

等
の
地
名
あ
り
、
か
く
區
々
に
別
れ
、
且か

つ

小お
だ
か
し
ん
で
ん

高
新
田
の
地
南
の
方か

た

に
錯

ま
じ
わ

り
た
れ
ば
、

疆き
ょ
う
か
い

界
こ
と
ご
と
く
辨べ

ん

す
べ
か
ら
ず
、
水

た

田
少
く
し
て
陸な

た
け田

多
し
、
土ど

し
ょ
う性

は
黑
野の

づ
ち土

に

砂
交ま

じ
われ

り
、
水す

い
か
ん旱

と
も
に
患

う
れ
い

あ
り
、
村
内
に
一
條
の
往お

う
か
ん還

あ
り
、
神
奈
川
宿
よ
り
相

州
へ
達
す
る
道
あ
り
、
東
の
方か

た

川
島
村
よ
り
入い

り

、
村
内
を
過
る
事
三（

約
三
．三
㎞
）

十
丁
餘あ

ま
りに

し
て
、

西
の
方
川
井
・
今
宿
二
村
の
間
に
達
す
、
道
幅
三（

五
～
七
ｍ
）

四
間
、
此
道
の
半

な
か
ば

よ
り
、
南
の
方

相
州
奈
瀬
村
へ
達
す
る
捷

し
ょ
う
け
い徑

あ
り
、
又
古

い
に
し
えの

鎌
倉
道
と
い
へ
る
所
あ
り
、
北
の
方

よ
り
東
の
方
川
島
堺さ

か
いに

達
す
、
此
道
を
長
堀
通
或
は
長
堀
臺台

と
も
云
、
今
宿
村
よ
り

相
州
奈
瀬
村
へ
達
す
、
此
道
今
も
戸
塚
の
内
、
吉
田
橋
の
邊

あ
た
り

ま
で
通
せ
り
、
長
さ

二（
約
二
．二
㎞
）

十
丁
ば
か
り
、
道
幅
二

（
約
三
．六
ｍ
）

間
餘
、
猶な

お

下し
も

に
の
す
る
古
戰
場
の
條

く
だ
り

と
あ
は
せ
て
み
る

【
捷
徑
】（
し
ょ
う
け
い
）
早
道
。
近
道
。



-73-

べ
し
、
當
村
小
田
原
北
條
分
國
の
比こ

ろ

は
、
岩
本
和
泉
が
知ち

ぎ
ょ
う行

十
一
貫
五
百
五
十
文
の

よ
し
、
役

や
く
ち
ょ
う帳

に
の
す
、
又
土
人
の
話
に
、
古

い
に
し
えは

桑
原
右
近
と
云
も
の
知
行
せ
し
こ

と
あ
り
し
と
云
、
御
入
國
の
後
は
彦
坂
小
刑
部
が
支
配
所
な
り
、
慶

け
い
ち
ょ
う（
一
六
〇
一
）

長
六
年
村
内

を
割わ

き

て
宅
間
治じ

　
ぶ部

少し
ょ
う輔

規
富
に
賜

た
ま
わ

り
て
よ
り
、
今
そ
の
子
孫
與
右
衛
門
知
行
せ
り
、

こ
の
餘よ

天て
ん
し
ょ
う（
一
五
九
一
）

正
十
九
年
渡
邊
孫
三
郞
勝
、
元げ

ん
な（
一
六
一
六
）

和
二
年
十
月
稻
富
宮く

な
い内

重
次
二
人
に
賜

へ
り
、
こ
れ
よ
り
今
そ
の
子
孫
稻
富
内な

い
き記

直
賢
、
渡
邊
榮
之
助
某
等
が
知

し
ら
せ

る
所
な
り
、

餘よ

は
す
べ
て
昔
よ
り
御
代
官
所
に
し
て
、
伊
奈
半
十
郞
忠
治
小お

さ
か
べ

刑
部
に
つ
い
で
支
配

し
、
そ
の
子
孫
ま
で
も
預
り
奉

た
て
ま
つり

し
が
、
正

し
ょ
う
と
く（
一
七
一
四
）

德
四
年
に
至
り
、
新
田
を
ま
し
え
て
新

見
某
に
賜
り
、同
五
年
に
安
藤
志
摩
守
定
知
に
賜
り
、今
子
孫
安
藤
八
郞
右
衛
門
定
名
、

新
見
七
右
衛
門
等
知
行
せ
り
、
さ
れ
ば
御ご

り
ょ
う料

の
地
わ
づ
か
に
殘
り
、
今
は
大
貫
次
右

衛
門
光
豊
支
配
せ
り
、
檢け

ん
ち地

は
元

げ
ん
ろ
く（
一
六
九
五
）

祿
八
年
安
藤
對対

馬
守
重
治
奉
行
し
て
た
ゝ
せ
り
、
こ

の
餘
宅
間
與
右
衛
門
が
知
行
は
、
延

え
ん
ぽ
う（
一
六
九
七
）

寶
七
年
に
檢
地
せ
し
こ
と
も
あ
り
し
と
い
ふ
、

高こ
う
さ
つ
ば

札
場
四
ヶ
所　

一
は
字あ

ざ

本
宿
の
内
板
橋
に
あ
り
、
村
の
南
に
あ
た
れ
り
、
一
は
東
の
方

字
膳
部
谷
の
内
に
あ
り
、
一
は
字
榛
ヶ
谷
の
内
に
あ
り
、
こ
れ
も
東
の
方
な
り
、
一
は
字

二
又
川
の
内
に
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
そ
の
東
の
方
な
り
、

小
名　

當
村
は
頗

す
こ
ぶ

る
廣ひ

ろ

く
し
て
、
す
べ
て
四
區
に
わ
か
れ
た
れ
ば
、
小
名
と
云
も
の
他
の

一
村
の
ご
と
し
、
ゆ
へ
に
小
名
の
内
に
字
あ
り
て
各か

く
べ
つ別

に
一
區
を
な
せ
り
、

◎
本ほ

ん
じ
ゅ
く

宿　

村
の
東
南
の
方か

た

な
り
、
こ
の
地
の
つ
ゞ
き
な
る
隣
村
を
今
宿
と
云
、
恐
ら

く
は
こ
の
本
宿
は
昔
の
驛う

ま
や
ば場

な
ど
に
て
、
今
宿
も
も
と
は
二
又
川
の
内
な
り
し
が
、

一
旦
か
の
驛
場
を
移
せ
し
こ
と
あ
る
に
や
、
天て

ん
し
ょ
う（
一
五
九
一
）

正
十
九
年
渡
邊
孫
三
郞
勝
に
賜
り

し
よ
り
、
今
に
そ
の
子
孫
渡
邊
榮
之
丞
が
知
行
な
り
、

　

字あ
ざ　

長
堀
臺　

東
の
方か

た

、

　
　
　

小
田　

南
の
方

【
驛
場
】（
う
ま
や
ば
）
律
令
制
時
代
に
驛
（
う
ま
や
）

の
建
物
が
あ
っ
た
場
所
。『
広
辞
苑
』
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宮
澤　

西
の
方
な
り
、

　
　
　

内
田　

百
姓
惣
右
衛
門
が
先
祖
、
内
田
左
近
が
か
ゝ
へ
し
地
な
る

　
　
　
　
　
　

 
ゆ
へ
こ
の
名
お
こ
れ
り
、
村
の
北
の
方
な
り
、

◎
膳ぜ

ん
ぶ部

谷　

村
の
西
南
よ
り
東
の
方か

た

へ
か
け
て
か
く
云
、
元
祿
年
中
改
定
の
國こ

く
ず圖

に

は
、
二
俣
川
村
の
内
膳
部
谷
と
あ
り
、
其そ

れ
い
ぜ
ん

以
前
よ
り
分
れ
し
、
小
名
な
る
こ
と
し
る
べ
し
、

慶け
い
ち
ょ
う（
一
六
〇
一
）

長
六
年
宅
間
治じ

　
ぶ部

少し
ょ
う輔

規
富
此こ

の
ち地

を
賜
り
し
よ
り
、
今
に
そ
の
子
孫
與
右
衛
門
知
行

せ
り
、

　

字　

榛は
ん
の
き

ノ
木　
　

北
の
方
な
り
、

　
　
　

淨
滿
谷　
　

東
の
方
な
り
、

　
　
　

彌
八
郞
場　

北
の
方
な
り
、

◎
榛は

ん
が
や

ヶ
谷　

村
の
中
央
よ
り
南
の
か
た
へ
か
け
て
の
小
名
な
り
、
按

あ
ん
ず
るに

當
郡
及
び

橘
樹
郡
へ
か
け
て
榛
ヶ
谷
と
云
庄
名
あ
り
、
こ
れ
當
所
の
地
名
よ
り
起
こ
り
し
唱

と
な
え

な
る
べ
し
、
元げ

ん
な（
一
六
一
六
）

和
二
年
十
月
稻
富
宮
内
重
次
に
賜た

ま

は
り
て
よ
り
、
今
そ
の
子
孫
内

記
直
賢
知
行
せ
り
、

　

字　

ど
う
ま
ん
谷　

文
字

詳
つ
ま
び
ら
かな

ら
ず
と
云
、
お
も
う
に
他
の
地
名

	

に
道
滿
と
呼
ぶ
所
ま
ゝ
あ
り
、
こ
れ
も
道
滿
と
ま
く
べ
き
歟か

、		


		


南
の
方
に
あ
る
地
な
り
、

　
　
　

萬
騎
内	

又
ま
き
の
原
と
も
呼
べ
り
、
中
央
よ
り
す
こ
し
く
南
に

	

よ
り
た
る
所
な
り
、

　
　
　

横
谷	

西
の
方
な
り
、

　
　
　

堂
の
前	

中
央
に
て
長
昌
寺
の
門
前
な
り
、

◎
二ふ

た
ま
た
が
わ

又
川 

村
の
北
の
方か

た

な
り
、
こ
の
地
村
名
の
お
こ
り
し
地
な
る
に
や
、

正し
ょ
う
と
く（
一
七
一
四
）

德
四
年
新
見
某
に
た
ま
は
り
、
子
孫
七
右
衛
門
知
行
せ
り
、

　

字　

北
中
尾	

西
の
方
な
り
、
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南
中
尾	

こ
れ
も
同

お
な
じ
あ
た
り

邊
な
り
、

　
　
　

又
口	

小
名
又
口
よ
り
南
な
り
、

　
　
　

打
越	

北
に
よ
り
た
る
所
な
り
、

　
　
　

野
中	
東
の
方
な
り
、

　
　
　

柏
谷	
南
の
隅す

み

な
り
、

　
　
　

四
方
坂	

中
央
の
高
き
所
な
り
、
相
州
道
の
中
ほ
ど
に
あ
た
れ
り

四
方
坂　

村
の
中
央
に
て
二
又
川
の
内
な
り
、
こ
の
坂
の
上
高こ

う
し
ゅ
ん

峻
の
地
に
し
て
、
四
方
を

見
渡
し
、
眺
望
い
と
佳か

な
る
所
な
り

お
か
ん
坂　

村
の
東
本
宿
の
内
に
あ
り
、
土ど

じ
ん人

の
話
に
、
鎌
倉
將
軍
時
代
當
所
遊ゆ

う
り
ょ
う

獵
の
と
き
、

將
軍
家
の
乗じ

ょ
う
よ輿

を
た
て
し
所
な
る
故
、
お
か
こ
坂
と
い
ひ
し
を
、
語ご

　
ろ路

の
便
宜
に
し
た
が

ひ
て
か
く
唱と

な

へ
た
り
と
云
へ
り
、
う
け
が
た
き
説
な
り
、

二ふ
た
ま
た
が
わ

俣
川　

水み
な
か
み源

は
二
流
に
て
、
一
は
西
よ
り
南
の
方
、
字
榛は

ん
の
き

ノ
木
と
い
え
る
所
の
山や

ま
あ
い間

よ

り
出
て
、
東
流
す
、
又
一
流
は
南
の
方
の
谷
よ
り
出
、
村
の
中
央
に
て
二
流
あ
い
て
一
流

と
な
り
、
東
の
方
川
嶋
村
へ
達
す
、
村
内
へ
か
ゝ
る
こ
と
一

（
約
四
㎞
）

里
ば
か
り
、
川
幅
三

（
約
五
．四
ｍ
）

間
ほ
ど
、

末
流
は
帷
子
川
な
り
、

　

�
こ
の
し
ろ
い
け

池　

今
井
村
の
界
に
あ
り
、
わ
づ
か
な
る
池
な
り
、

　

板
橋　

無
名
の
橋
な
り
、
東
の
方
二
俣
川
に
架わ

た

す
、
長
五

（
約
九
ｍ
）

間
幅
八

（
約
二
．四
ｍ
）

尺
、

　

溜
井　

村
の
南
本
宿
の
内
に
あ
り
、
大
さ
五
百
坪
ば
か
り
、
そ
の
邊

あ
た
り

の
用
水
な
り
、
榛
ヶ

谷
膳
部
二
又
川
等
の
地
は
、
す
べ
て
天
水
を
た
ゝ
へ
て
耕こ

う
し
ゅ種

せ
り
、

神
明
社　

除じ
ょ
ち地

、
五

（
一
五
〇
坪
）

畝
、
本
宿
の
内
字あ

ざ

幸
田
谷
に
あ
り
、
そ
の
邊

あ
た
り

の
鎭
守
な
り
、
勧

か
ん
じ
ょ
う

請
の
年

代
を
傳
へ
ず
、
二
間
に
三
間
の
社
に
て
南
向
な
り
、
前
に
木
の
鳥
居
を
た
つ
、
社
地
す
こ

し
く
高
き
所
に
て
、
古こ

し
ょ
う松

一
株
た
て
り
、
例
祭
は
九
月
二
十
日
な
り
、
一
ノ
澤
村
長
見
寺
持
、

　

山
王
社　

除
地
、
五

（
一
五
〇
坪
）

畝
、
榛
ヶ
谷
の
内
北
の
方か

た

に
て
、
こ
れ
も
わ
づ
か
に
高
き
所
な
り
、
そ

の
所
の
鎭
守
と
す
、
社
は
二
間
に
三
間
、
巽

た
つ
み

向
に
て
前
に
木
の
鳥
居
を
た
つ
、
石せ

っ
か
い階

そ
こ
ば

【
遊
獵
】（
ゆ
う
り
ょ
う
）
猟
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
。

【
乗
輿
】（
じ
ょ
う
よ
）
天
子
の
乗
る
乗
物
。
天
子
の

車
馬
。『
広
辞
苑
』

【
耕
種
】（
こ
う
し
ゅ
）
田
畑
を
た
が
や
し
、
種
や
苗

を
植
え
る
こ
と
。
田
畑
を
た
が
や
し
作
物
を
作
る
こ

と
。『
広
辞
苑
』
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く
あ
り
、
社
地
は
松

し
ょ
う
じ
ゅ樹

雑
木
等
繁
茂
し
て
森し

ん
し
ん々

た
り
、
例
祭
年
々
九
月
十
四
日
、
長
昌
寺
持
、

　

神
明
社　

除
地
、
一

（
三
〇
〇
坪
）

段
、
村
の
艮

う
し
と
らの

方
下し

も
ぜ
ん
ぶ

膳
部
の
内
に
あ
り
、
寛か

ん
え
い（
一
六
四
二
）

永
十
九
年
宅
間
三
十
郞

檀だ
ん
な那

と
し
て
、
造

ぞ
う
り
ゅ
う

立
せ
し
棟む

な
ふ
だ札

あ
り
、
こ
の
時
よ
り
鎭
守
な
る
に
や
、
村
内
字
二
又
川
及

び
今
宿
村
等
の
惣そ

う
ち
ん
じ
ゅ

鎭
守
な
り
、
社
は
二
間
に
三
間
、
巽

た
つ
み

向
な
り
、
例
祭
九
月
十
一
日
、
村
持
、

　

神
明
社　

除
地
、
五

（
一
五
〇
坪
）

畝
、
二
又
川
の
内
字
又
口
に
あ
り
、
鎭
座
の
年
代
を
し
ら
ず
、
村
持
、

　

稻
荷
社　

除
地
、
一

（
三
〇
坪
）

畝
、
字あ

ざ

四
方
坂
に
あ
り
、
わ
づ
か
な
る
祠

ほ
こ
ら

な
り
、

　

神
明
社　

除
地
、
一

（
三
〇
〇
坪
）

段
、
上
膳
部
の
東
の
方か

た

、
上
膳
部
の
東
の
方
、
妙
蓮
寺
の
左
に
あ
り
、

寛か
ん
え
い（
一
六
三
五
）

永
十
二
年
宅
間
伊
織
造ぞ

う
り
ゅ
う

立
の
棟む

な
ふ
だ札

あ
り
、
社
前
に
木
の
鳥
居
を
た
つ
、
村む

ら
も
ち持

、　

　

末
社
稻
荷
社　

本
社
の
左
に
あ
り
、

淨
性
院　

本
宿
の
内
中
央
よ
り
北
に
よ
り
て
あ
り
、
免
除
地
、
二
斗
五
升
の
地
を
領

り
ょ
う

し
て
、

境
内
も
そ
の
内
な
り
、
淨
土
宗
に
て
、
古

い
に
し
えは

京
都
知
恩
院
の
末
寺
な
り
し
が
、
い
つ
の
比こ

ろ

か
相
州
鎌
倉
光
明
寺
の
末
に
屬ぞ

く

せ
り
、
源
圓
山
と
號ご

う

す
、
起き

り
ゅ
う立

の
來ら

い
ゆ由

を
尋
ぬ
る
に
、
昔

此
所
の
地
頭
渡
邊
富
次
が
、
こ
の
地
を
巡
行
せ
し
と
き
、
長
安
寺
と
い
へ
る
廢
寺
あ
り

し
に
よ
り
、
そ
の
あ
と
へ
つ
き
て
再
興
し
、
あ
ら
た
め
て
淨
性
院
と
號
せ
り
、
長
安
寺
の

こ
と
は
、
宗
旨
及
び
開

か
い
び
ゃ
く

闢
の
こ
と
に
至
る
ま
で
都す

べ

て
傳つ

た

は
ら
ず
、
富
次
が
父
孫
三
郞
勝
、

天て
ん
し
ょ
う（
一
五
九
一
）

正
十
九
年
當
所
を
賜
は
り
し
と
云
と
き
は
、
再
興
の
年
代
も
推お

し

て
し
る
べ
し
、
本
堂
七

間
に
六
間
東
向
な
り
、
本
尊
彌み

　
だ陀

、
木
の
坐
像
長
二（

約
八
四
㎝
）

尺
八
寸
ば
か
り
、
惠
心
の
作
な
り
と

云
、
開
山
の
僧
は
そ
の
名
を
つ
た
へ
ず
、

　

鐘
楼　

本
堂
に
向
て
左
に
あ
り
、
七
尺
四
方
、
鐘
は
天

て
ん
め
い（
一
七
八
八
）

明
八
年
に
造
り
し
も
の
な
り
、

　

地
藏
堂　

本
堂
の
東
な
る
丘
の
下
に
あ
り
、
三
間
半
四
方
、
地
藏
は
木
の
立
像
に
て
長

二（
約
七
五
㎝
）

尺
五
寸
ば
か
り
、
こ
の
堂
を
長
安
寺
と
號ご

う

す
る
は
、
も
と
の
廢は

い
じ寺

の
號
を
存
す
る
な
り

と
云
、
お
も
ふ
に
こ
の
地
藏
は
、
昔
の
本
尊
な
ど
に
て
や
あ
り
け
ん
、

長
昌
寺　

除じ
ょ
ち地

、
二
千
八
百
坪
、
榛
ヶ
谷
の
内
に
て
北
に
寄
た
る
所
に
あ
り
、
曹
洞
宗
、

相
州
愛
甲
郡
飯
山
村
金
剛
寺
末
、
永
谷
山
と
號
す
本
堂
七
間
に
五
間
南
向
な
り
、
本
尊

釋し
ゃ
か迦

木
の
坐
像
長
一（

約
五
四
㎝
）

尺
八
寸
ば
か
り
、
脇き

ょ
う
じ士

二
體体

各
八

（
約
二
四
㎝
）

寸
ば
か
り
、
本
山
第
六
世
柳
顔

開か
い
び
ゃ
く

闢
せ
り
、
柳
顔
は
寛

か
ん
ぶ
ん（
一
六
六
三
）

文
三
年
九
月
二
十
三
日
、
七
十
歳
に
し
て
寂

じ
ゃ
く

せ
り
と
い
ふ
、

【
開
闢
】（
か
い
び
ゃ
く
）
１
天
地
の
開
け
は
じ
め
。

世
界
の
は
じ
め
。
２
開
山
。
ま
た
一
般
に
、
物
事
の

は
じ
ま
り
。『
広
辞
苑
』
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白
山
社　

門
を
へ
て
左
に
あ
り
、
小
社
な
り
、

妙
蓮
寺　

除
地
、
一

（
五
二
〇
坪
）

段
四
畝
廿
歩
、
上
膳
部
の
東
に
あ
り
、
法
華
宗
、
豊
嶋
郡
雜
司
谷
村

法
明
寺
末
、
松
久
山
と
號
す
、
本
山
第
十
二
世
日
曉
が
起き

り
ゅ
う立

す
る
所
な
り
と
云
、
日
曉
は

萬ま
ん
じ（
一
六
五
九
）

治
二
年
四
月
八
日
寂じ

ゃ
くせ

り
、
開
基
は
宅
間
織
部
忠
次
な
り
と
云
、
寛

か
ん
え
い（
一
六
二
八
）

永
五
年
草　

そ
う
そ
う

創
の
よ

し
棟む

な
ふ
だ札

に
し
る
せ
り
、
客
殿
七
間
半
に
本
尊
三さ

ん
ぼ
う寶

を
安あ

ん

す
、

　

祖
師
堂　

客
殿
の
左
に
あ
り
、
三
間
四
方
、

　

鬼
子
母
神
堂　

客
殿
の
後
ろ
に
あ
り
、
九
尺
四
方
、

三
佛
寺　

除じ
ょ
ち地

、
二

（
六
〇
〇
坪
）

段
、
村
の
中
央
よ
り
す
こ
し
く
北
に
當
り
て
あ
り
、
下
膳
部
の
北
な
り
、

淨
土
宗
、
瀧
山
大
善
寺
末
、
峯
鶴
山
則
相
院
と
號
す
、
開
基
は
地
頭
宅
間
治
部
少
輔
親
富

と
云
、
元げ

ん
な（
一
六
二
一
）

和
七
年
正
月
十
六
日
卒
せ
り
、
開
山
は
□
譽
檀
察
と
云
、
寛

か
ん
え
い（
一
六
三
〇
）

永
七
年
四
月
五
日

卒し
ゅ
っせ

り
、
客
殿
八
間
に
六
間
巽た

つ
みに

向
へ
り
、
本
尊
は
三
尊
の
彌み

　
だ陀

、
木
の
立
像
長
二

（
約
六
〇
㎝
）

尺
ば

か
り
、
其そ

の
よ餘

立
像
の
地
藏
こ
れ
も
長
三

（
約
九
〇
㎝
）

尺

餘
　
　
あ
ま
りな

り
、
い
づ
れ
も
聖
德
太
子
の
作
ら
せ

給
ふ
像
な
り
と
云
、

　

鐘
楼　

客
殿
に
向
て
右
に
あ
り
、
九
尺
四
方
な
り
、
鐘
は
寶ほ

う
れ
き（
一
七
六
一
）

暦
十
一
年
に
鑄い

し
も
の
な
り
、

　

觀
音
堂　

客
殿
に
向
て
左
の
方
に
あ
り
、
三
間
四
方
、
觀
音
は
木
の
立
像
に
て
、
長

一
（
約
三
〇
㎝
）

尺
、
こ
れ
も
聖
德
太
子
の
作
り
た
ま
ひ
し
も
の
な
り
と
云い

い
つ
た傳

ふ
、

舊旧

跡
古
戰
場　

鶴
ヶ
峰
の
邊

あ
た
り

を
い
へ
り
、
元
久
二
年
畠
山
次
郞
重
忠
、
鎌
倉
よ
り
討う

　
て手

北

條
相
模
守
と
合
戰
し
て
、
討う

ち
じ
に死

せ
し
所
な
り
、
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【
東
鑑
】
云
、
元
久
二
年
六
月
二
十
二
日
、
戊
申
、
快
晴
、
寅
尅
鎌
倉
中
、
驚
遽
、

軍
兵
競
走
于
由
比
濱
之
邊
、
可
被
誅
謀
叛
之
輩
畠
山
六
郞
云
云
、
依
之
奉
仰

以
佐
久
間
太
郞
等
、
相
圍
重
保
之
處
、
雖
爭
雄
雌
、
不
能
破
爭
多
勢
、
主
從

共
被
誅
云
云
、
又
畠
山
次
郞
重
忠
參
上
之
由
、
風
聞
之
間
、
於
路
次
可
誅
之
由
、

有
其
沙
汰
、
相
州
已
下
被
進
發
、
軍
兵
悉
以
從
之
、
仍
少
祗
候
于
御
所
中
之
輩
、

于
時
問
注
所
入
道
善
信
、
相
談
于
廣
元
朝
臣
云
、
朱
雀
院
御
時
、
將
門
起
於

東
國
、
雖
隔
數
日
之
行
程
、
於
洛
陽
猶
有
如
固
關
之
構
、
上
東
西
兩
門

（
元
土
門
也
）

始
被
建
扉
、
矧
重
忠
之
莅
來
近
所
歟
、
盍
廻
用
意
哉
云
云
、
依
之
遠
州
候
御

前
給
、
召
上
四
百
人
之
壯
士
、
被
固
御
所
之
四
面
、
次
軍
平
等
進
發
、

【
東

あ
ず
ま
か
が
み

鑑
】
に
云い

う
、
元

げ
ん
き
ゅ
う久 

二ふ
た
と
せ年 

六み
な
づ
き月

の
二は

つ

か

十
日
あ
ま
り
二ふ

つ
か日

戊
つ
ち
の
え 

申さ
る

の
日
。
快
晴
。
寅と

ら

の
尅こ

く
（
午
前
四
時
頃
）
、
鎌
倉
中

じ
ゅ
う

驚き
ょ
う
き
ょ

遽
し
、
軍

ぐ
ん
ぴ
ょ
う兵 

由ゆ
　
い比

の
浜は

ま

の
邊

あ
た
り

に 
競き

そ

い
走は

し

る
。
謀む

ほ
ん反

の

輩と
も
が
ら

 

畠は
た
け
や
ま

山
の
六ろ

く
ろ
う郎

を
誅

ち
ゅ
う

せ
ら
る
べ
し
と
云う

ん
ぬ
ん々

。
こ
れ
に
よ
っ
て 

仰お
う

せ
を
奉

う
け
た
ま
わり

、
佐さ

久く

間ま

の
太た

ろ
う郎 

等ど
も

を
も
っ
て
重し

げ
や
す保

を
相あ

い

圍か
こ

む
の
と
こ
ろ
、
雄し

ゆ
う雌

を
争

あ
ら
そ

う
と
い
へ
ど
も
、
多た

せ
い勢

を
破や

ぶ

る
に
能あ

た

わ
ず
、
主

し
ゅ
じ
ゅ
う從

共
に
誅

ち
ゅ
う

せ
ら
る
と
云う

ん
ぬ
ん々

。
ま
た
畠

は
た
け
や
ま

山
の
次じ

ろ
う郎

重し
げ
た
だ忠 

参さ
ん
じ
ょ
う

上
の
由よ

し 
風ふ

う
ぶ
ん聞

す
る
の
間
、
路ろ

　
し次

に
お
い
て
誅

ち
ゅ
う

す
べ
き
の
由よ

し

、
そ
の
沙さ

　
た汰

あ
り
。
相

そ
う
し
ゅ
う

州
（
北
条
義
時
）

已い
　
か下 

進し
ん
ぱ
つ發

せ
ら
る
。
軍

ぐ
ん
ぴ
ょ
う

兵
こ
と
ご
と
く 

も
つ
て 

こ
れ
に
從

し
た
が

う
。
よ
つ
て
御ご

し
ょ
じ
ゅ
う

所
中
に
祇し

こ
う候

す
る
の

輩

と
も
が
ら

少
な
し
。
時
に
問

も
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ

注
所 

三
善
の

入
に
ゅ
う
ど
う道

善よ
し
の
ぶ信

、
大
江
の

廣ひ
ろ
も
と
あ
そ
ん

元
朝
臣
に
相あ

い
だ
ん談

じ
て
云い

わ
く
、
朱す

ざ
く
い
ん

雀
院

の
御

お
お
ん
と
き

時
、
平

た
い
ら

の
将ま

さ
か
ど門 

東と
う
ご
く國

に
起お

こ

り
、
数
日
の
行

ぎ
ょ
う
て
い

程
を
隔へ

だ

つ
と
い
へ
ど
も
、
洛ら

く
よ
う陽

に
お
い

て 

な
お
固こ

げ
ん關

の 

ご
と
き
の
構か

ま

え
あ
り
。
上

じ
ょ
う
と
う

東
・
上

じ
ょ
う
さ
い

西
の
兩

り
ょ
う
も
ん門 

始は
じ

め
て
扉

と
び
ら

を
建た

て
ら
る
。
い

わ
ん
や
重し

げ
た
だ忠

す
で
に
近
き
所
に
莅の

ぞ

み
來き

た

ら
ん
か
。
な
ん
ぞ
用よ

う
い意

を
廻め

ぐ

ら
さ
ざ
ん
や
と
云う

ん
ぬ
ん々

。

こ
れ
に
よ
つ
て
、
遠

え
ん
し
ゅ
う

州
（ 

北
条
時
政
）

御ご
ぜ
ん前

に
候こ

う

じ
た
ま
い
、
四よ

ほ

た

り

百
人
の
壮そ

う
し士

を
召め

し
上の

ぼ

せ
、

御ご
し
ょ所

の
四よ

お
も
て面

を
固か

た

め
ら
る
。
次
に
軍

ぐ
ん
ぴ
ょ
う
ど
も

兵
等 

進し
ん
ぱ
つ發

す
。
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大
手
大
將
軍
相
州
也
、
先
陣
葛
西
兵
衛
尉
淸
重
、
後
陣
堺
平
次
兵
衛
尉
常
秀
、

大
須
賀
四
郞
胤
信
、
國
分
五
郞
胤
通
、
相
馬
五
郞
義
胤
、
東
平
太
重
胤
也
、

其
他
足
利
三
郞
義
氏
、
小
山
左
衛
門
尉
朝
政
、
三
浦
兵
衛
尉
義
村
、
同
九
郞

胤
義
、
長
沼
五
郞
宗
政
、
結
城
七
郞
朝
光
、
宇
都
宮
彌
三
郞
頼
綱
、
筑
後
左

衛
門
尉
知
重
、
安
達
藤
九
郞
右
衛
門
尉
景
盛
、
中
條
藤
右
衛
門
尉
家
長
、
同

苅
田
平
右
衛
門
尉
義
李
、
狩
野
介
入
道
、
宇
佐
美
右
衛
門
尉
祐
茂
、
波
多
野

小
次
郞
忠
綱
、
松
田
次
郞
有
綱
、
土
屋
彌
三
郞
宗
光
、
河
越
次
郞
重
時
、
同

三
郞
重
員
、
江
戸
太
郞
忠
重
、
澁
河
武
者
所
、
小
野
寺
太
郞
秀
通
、
下
河
邊

庄
司
行
平
、
園
田
七
郞
、
并
大
井
、
品
河
、
春
日
部
、
潮
田
、
鹿
島
、
小
栗
、

行
方
之
輩
、
兒
玉
、
横
山
、
金
子
、
村
山
黨
者
共
、
皆
揚
鞭
、
關
戸
大
將
軍

式
部
丞
時
房
、
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
也
、
前
後
軍
兵
如
雲
霞
兮
、
列
山
滿
野
、

大お
お
て手

の
大

だ
い
し
ょ
う
ぐ
ん

将
軍
は 

相そ
う
し
ゅ
う

州
（
北
条
義
時
） 

な
り
。
先せ

ん
じ
ん陣

は
葛か

さ
い西

兵
ひ
ょ
う
え
の
じ
ょ
う

衛

尉
清き

よ
し
げ重

、
後こ

う
じ
ん陣

は
堺

さ
か
い 

平へ
い
じ次

兵ひ
ょ
う
え
の
じ
ょ
う

衛

尉
常つ

ね
ひ
で秀

、
大お

お

す

が

須
賀
の
四し

ろ
う郎

胤た
ね
の
ぶ信

、
國こ

く
ぶ分

の
五ご

ろ
う郎

胤た
ね
み
ち通

、
相そ

う
ま馬

の
五ご

ろ
う郎

義よ
し
た
ね胤

、
東

ひ
が
し

の
平へ

い
た太

重し
げ
た
ね胤

な
り
。
そ
の
ほ
か
、
足あ

し
か
が利

の
三さ

ぶ
ろ
う郎

義よ
し
う
じ氏

、
小こ

や
ま山

左さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
朝と

も
ま
さ政

、
三み

う
ら浦

兵ひ
ょ
う
え
の
じ
ょ
う

衛

尉
義よ

し
む
ら村

、
同

お
な
じ

く 

九く
ろ
う郎

胤た
ね
よ
し義

、
長な

が
ぬ
ま沼

の
五ご

ろ
う郎

宗む
ね
ま
さ政

、
結ゆ

う
き城

の
七

し
ち
ろ
う郎

朝と
も
み
つ光

、
宇う

つ
の
み
や

都
宮
の

彌や
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
頼よ

り
つ
な綱

、
筑ち

く
ご後

左さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
知と

も
し
げ重

、
安あ

だ
ち達

の
藤と

う
く
ろ
う

九
郎
右う

え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
景か

げ
も
り盛

、
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う條

右
衛
門

尉
家い

え
な
が長

、
同

お
な
じ

く
苅か

り
た田

平へ
い
え
も
ん
の
じ
ょ
う

右
衛
門
尉
義よ

し
す
え李

、
狩か

の
う野

の
介す

け

入に
ゅ
う
ど
う

道
、
宇う

　
さ
　
み

佐
美
右う

え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
祐ひ

ろ
し
げ茂

、
波は

多た

野の

の
小 

こ
じ
ろ
う

次
郎
忠た

だ
つ
な綱

、
松ま

つ
だ田

の
次じ

ろ
う郎

有あ
り
つ
ね經

、
土つ

ち
や屋

の
彌や

さ
ぶ
ろ
う

三
郎
宗む

ね
み
つ光

、
河か

わ
ご
え越

の
次じ

ろ
う郎

重し
げ
と
き時

、
同

お
な
じ

く
三さ

ぶ
ろ
う郎

重し
げ
か
ず員

、
江え

　
ど戸

の
太た

ろ
う郎

忠た
だ
し
げ重

、
渋し

ぶ
か
わ河

の
武む

し
ゃ
ど
こ
ろ

者
所
、
小　

お
の
で
ら
　

野
寺
の
太た

ろ
う郎

秀ひ
で
み
ち通

、
下し

も
か
わ
べ

河
邊
の

庄し
ょ
う
じ司

行ゆ
き
ひ
ら平

、
薗そ

の
だ田

の
七し

ち
ろ
う郎

、
な
ら
び
に
大お

お
い井

・
品し

な
が
わ河

・
春か

す
か
べ

日
部
・
潮う

し
お
だ田

・
鹿か

し
ま島

・
小お

ぐ
り栗

・

行な
め
か
た方

の
輩

と
も
が
ら、

兒こ
だ
ま玉

・
横
山
・
金
子
・
村
山
党と

う

の
者
ど
も
、
皆 

鞭む
ち

を 

揚あ

ぐ
。
關せ

き
ど戸

の

大だ
い
し
ょ
う
ぐ
ん

将
軍
は
式し

き
ぶ部

の
丞

じ
ょ
う

時と
き
ふ
さ房

、
和わ

　
だ田

左さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
義よ

し
も
り盛

な
り
。

前せ
ん
ご後

の
軍

ぐ
ん
ぴ
ょ
う兵 

雲う
ん
か霞

の
ご
と
く
に
し
て
山
に
列つ

ら

な
り 

野
に
満み

つ
。
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午
尅
著
於
武
藏
國
二
俣
河
、
相
逢
于
重
忠 

（
重
忠
）

去
十
九
日
、
出
小
衾
郡
菅

屋
舘
、
今
著
此
澤
也
、
折
節
舎
弟
長
野
三
郞
重
淸
、
在
信
濃
國
、
同
弟
六
郞

重
宗
、
在
奥
州
、
然
間
相
從
之
輩
、
二
男
小
次
郞
重
秀
、
郞
徒
本
田
次
郞
近
常
、

榛
澤
六
郞
成
淸
、
已
下
百
卅
四
騎
、
陣
于
鶴
峰
之
麓
、
而
重
保
今
朝
蒙
誅
之
上
、

軍
兵
又
襲
來
之
由
、
於
此
所
聞
之
、
近
常
成
淸
等
云
、
如
聞
者
討
手
不
知
幾

千
萬
騎
、
吾
衆
更
難
敵
件
威
勢
、
早
退
歸
于
本
所
、
相
待
討
手
、
可
遂
合
戦

云
云
、
重
忠
云
、
其
儀
不
可
然
、
忘
家
忘
親
者
、
將
軍
本
意
也
、
隨
而
重
保

被
誅
之
後
、
不
能
顧
本
所
、
去
正
治
之
頃
、
景
時
辭
一
宮
舘
、
出
途
中
伏
誅
、

似
惜
暫
時
之
命
、
且
又
兼
似
有
陰
謀
企
、
可
耻
賢
察
歟
、
尤
可
存
後
車
之
誡

云
云
、
爰
襲
來
軍
兵
等
、
各
懸
意
於
先
陣
、

午う
ま

の
尅こ

く 

（
正
午
）
、
武む

さ
し藏

の
國く

に

二ふ
た
ま
た
が
わ

俣
河
に
著

ち
ゃ
く

し
、
重し

げ
た
だ忠

に
相あ

い
あ逢

う
。
重し

げ
た
だ忠

は 

去い

ぬ
る
十と

う
か日

あ
ま

り
九こ

こ
の
か日

、
小お

ぶ
す
ま衾

郡ぐ
ん

菅す
が
や屋

の
舘た

ち

を
出い

で
て
、
今い

ま

こ
の
澤さ

わ

に
著つ

く
な
り
。
折お

り
ふ
し節

舎し
ゃ
て
い弟

の
長な

が
の野

の

三さ
ぶ
ろ
う郎

重し
げ
き
よ清

は
、
信し

な
の濃

の
国く

に

に
あ
り
。
同

お
な
じ

く
弟

お
と
う
との

六ろ
く
ろ
う郎

重し
げ
む
ね宗

は
奥

お
う
し
ゅ
う

州
に
あ
り
。
し
か
る
間
、

相あ
い
し
た
が

從
う 

輩
と
も
が
らは

、
二じ

な
ん男

小こ
じ
ろ
う

次
郎
重し

げ
ひ
で秀

、
郎

ろ
う
じ
ゅ
う

從
の
本ほ

ん
だ田

の
次じ

ろ
う郎

近ち
か
つ
ね常

、
榛は

ん
ざ
わ沢

の
六ろ

く
ろ
う郎

成し
げ
き
よ清

、

已い
　
か下

百
三
十
四
騎き

、
鶴

つ
る
が
み
ね

峯
の
麓

ふ
も
と

に
陣じ

ん

す
。
し
こ
う
し
て
重

し
げ
や
す保

今
こ
ん
ち
ょ
う朝

誅ち
ゅ
うを

蒙
こ
う
む

る
の
上う

え

、
軍

ぐ
ん
ぴ
ょ
う兵

ま
た 

襲お
そ

い
來き

た

る
の
由よ

し

、
こ
の
所

と
こ
ろ

に
お
い
て
聞き

く
。
近ち

か
つ
ね常

、
成

し
げ
き
よ清

等ど
も

云い

は
く
、
聞き

く
が 

ご
と

く
ん
ば
、
討う

　
て手

幾い
く
せ
ん
ま
ん
き

千
萬
騎
を 

知し

ら
ず
。
わ
が
衆

し
ゅ
う

さ
ら
に
件

く
だ
ん

の
威い

せ
い勢

に
敵て

き

し 

が
た
し
。
早
く

本ほ
ん
じ
ょ所

に
退

し
り
ぞ

き
帰か

え

り
、
討う

　
て手

を
相あ

い
ま待

ち
て
合か

っ
せ
ん戰

を
遂と

ぐ
べ
し
と
云う

ん
ぬ
ん々

。
重

し
げ
た
だ忠

云い

わ
く
、
そ
の
儀ぎ

然し
か

る
べ
か
ら
ず
。
家
を
忘わ

す

れ
親
を
忘わ

す

る
る
は
将

し
ょ
う
ぐ
ん

軍
の
本ほ

ん
い意

な
り
。
隨

し
た
が

っ
て
重し

げ
や
す保

誅ち
ゅ
うせ

ら
る

る
の
後の

ち

は
、
本ほ

ん
じ
ょ所

を
顧

か
え
り
みみ

る
に
能あ

た

わ
ず
。
去い

ぬ
る
正し

ょ
う
じ
の
こ
ろ

治
の
比
、
梶
原
の

景
か
げ
と
き時

一い
ち

の
宮み

や

の
舘た

ち

を
辞じ

し
、
途と

ち
ゅ
う中

に
お
い
て
誅

ち
ゅ
う

に
伏ふ

く

す
。
暫ざ

ん
じ時

の
命

い
の
ち

を
惜お

し
む
に
似に

て
、
か
つ
は
ま
た
兼か

ね
て
陰

い
ん
ぼ
う謀

の
企

く
わ
だ
てあ

る
に
似に

た
り
。
賢け

ん
さ
つ察

を
恥は

づ
べ
き
か
。
も
っ
と
も 

後こ
う
し
ゃ

車
の
誡

い
ま
し
めと

存ぞ
ん

ず
べ
し 

と
云う

ん
ぬ
ん々

。

こ
こ
に
襲お

そ

い
來き

た

る
軍

ぐ
ん
ぴ
ょ
う
ど
も

兵
等
、
お
の
お
の 

意い

を
先せ

ん
じ
ん陣

に
懸か

け
、
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欲
貽
譽
於
後
代
、
其
中
安
達
藤
九
右
衛
門
尉
景
盛
、
引
卒
野
田
與
一
、
加
治

次
郞
、
飽
間
太
郞
、
鶉
見
平
次
、
玉
村
太
郞
與
藤
次
等
畢
、
主
從
七
騎
進
先

登
、
取
弓
挟
鏑
、
重
忠
見
之
、
此
金
吾
者
弓
馬
放
遊
舊
友
也
、
抜
萬
人
趣
一
陣
、

何
不
感
之
哉
、
重
秀
對
于
彼
、
可
輕
命
之
由
加
下
知
、
仍
挑
戦
及
數
反
、
加

治
次
郞
宗
季
已
下
、
多
以
爲
重
忠
被
誅
、
凡
弓
箭
之
戰
、
刀
劔
之
諍
、
雖
移
尅
、

無
其
勝
負
之
處
、
及
申
尅
、
愛
甲
三
郞
季
隆
之
所
發
箭
、
中
重
忠

（
年
四
十
二
）

之
身
、

季
隆
即
取
彼
首
、
献
相
州
之
陣
、
爾
之
後
、
小
次
郞
重
秀
、（

年
二
十
三
母
右
衛
門
尉
遠
元
女
）

并
從
等
自
殺
之
間
、
縡
屬
無
為
云
云
、

譽ほ
ま
れを

後こ
う
だ
い代

に
貽の

こ

さ
ん
と
欲ほ

っ

す
。
そ
の
中な

か

に
、
安あ

だ
ち達

の
九
郎
右う

え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
景か

げ
も
り盛

、
野の

　
だ田

の
與よ

い
ち一

、

加か
　
じ治

の
次じ

ろ
う郎

、
飽あ

く
ま間

の
太た

ろ
う郎

、
鶴つ

る
み見

の
平へ

い
じ次

、
玉た

ま
む
ら村

の
太た

ろ
う郎

、
與

あ
と
う

の
藤と

う
じ次

等ど
も

を
引い

ん
ぞ
つ卒

し
畢お

わ
り
、

主し
ゅ
じ
ゅ
う從

七し
ち
き騎

先せ
ん
と
う登

に
進す

す

み
、
弓ゆ

み

を
取と

り
鏑

か
ぶ
ら

を
挟

さ
し
は
さむ

。
重し

げ
た
だ忠

こ
れ
を
見
て
、
こ
の
金き

ん
ご吾

（
安
達
の
藤

九
郎
右
衛
門
尉
景
盛
）

は 

弓き
ゅ
う
ば
ほ
う
ゆ
う

馬
放
遊
の
旧ふ

る

き
友と

も

な
り
。
萬ば

ん
に
ん人

に
抜ぬ

き

ん
で
て
一い

ち
じ
ん陣

に
赴

お
も
む

く
。
何な

ん

ぞ
こ
れ

を
感か

ん

ぜ
ざ
ら
ん
や
。
重

し
げ
ひ
で秀 

彼か
れ

に
對た

い

し
て
命

い
の
ち

を
輕か

る

ん
ず
べ
き
の
由よ

し

、
下げ

　
じ知

を
加く

わ

う
。
よ
つ
て

挑い
ど

み
戰

た
た
か

ふ
こ
と
数す

へ
ん反

に
及お

よ

ぶ
。
加か

　
じ治

の
次じ

ろ
う郎

宗む
ね
す
え季

已い
　
か下

、
多
く
も
っ
て
重し

げ
た
だ忠

が
た
め
に
誅

ち
ゅ
う

せ

ら
る
。
お
よ
そ
弓

き
ゅ
う
せ
ん

箭
の
戰

た
た
か

い
、
刀と

う
け
ん劍

の
諍

あ
ら
そ

い
、
尅と

き

を
移う

つ

す
と
い
へ
ど
も
そ
の
勝し

ょ
う
ぶ負

な
き
の
と

こ
ろ
、
申さ

る

の
斜

な
な
め（

午
後
五
時
頃
）

に
及お

よ

び
て
、
愛あ

い
こ
う甲

の
三

さ
ぶ
ろ
う郎 

季す
え
た
か隆

が
發は

な

つ
と
こ
ろ
の
箭や

、
重し

げ
た
だ忠

が

身み

に
中あ

た

る
。
重
忠 

四よ
そ
じ

十
あ
ま
り
二

ふ
た
と
せ

歳
な
り 

季す
え
た
か隆 

即
ち
彼
の
首く

び

を
取
り
て
、相

そ
う
し
ゅ
う

州
（
北
条
義
時
）
の
陣じ

ん

に
獻け

ん

ず
。

し
か
る
の
後の

ち

、小こ
じ
ろ
う

次
郎
重し

げ
ひ
で秀 

二は
た
ち

十
あ
ま
り
三み

と
せ歳

な
り
母
は
右
衛
門
尉
遠
元
が
女 

な
ら
び
に
從

じ
ゅ
う
ど
も

等
、自じ

が
い殺

す
る
の
間
、

縡こ
と

無ぶ

い為
に
屬

し
ょ
く

す
。

　
　
　

読
み
下
し
と
振
仮
名
付
け
は
、「
全
訳
吾
妻
鏡
」
新
人
物
往
来
社 

（
昭
和
52
年
刊
）
を
参
考
に
し
た
。

　
　
　

新
人
物
往
来
社
版
は
、
風
土
記
稿
と
は
採
用
さ
れ
た
原
本
が
異
な
る
た
め
、
一
部
記
述
が
異
な
る
。
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今
府
中
宿
よ
り
南
の
方
玉
川
を
こ
へ
て
、
關
戸
の
方
鎌
倉
の
古
道
あ
り
、　

其
道
よ
り
南

折
し
て
此
所
へ
出
し
に
や
、

◎
密み

つ
き
ょ
う
し
ん
で
ん

經
新
田　

密
經
新
田
は
、
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う（
一
六
八
七
）

享
四
年
小
高
市
右
衛
門
が
新に

い
は
り墾

の
こ
と
を
企

く
わ
だ
てし

と
き
、
此こ

の
ち地

も
と
も
に
ひ
ら
か
ん
と
せ
し
が
、
い
か
に
も
廣こ

う
ば
く漠

の
地
に
し
て
、
俄

に
わ
か

に
功
を
遂と

げ

が
た
き
を
も
て
猶ゆ

う
よ豫

せ
し
が
、
そ
の
後
玉
置
小
兵
衛
と
云
も
の
司

つ
か
さ
どり

て

開か
い
こ
ん墾

せ
り
、
こ
の
地
も
と
二
俣
川
の
原は

ら
の野

に
し
て
、
所
々
に
散
在
せ
る
も
の
を
合
せ

て
一
村
と
せ
し
な
れ
ば
、
も
と
よ
り
二
俣
川
の
枝え

だ
ご
う鄕

な
り
、
民
家
は
か
の
玉
置
小
兵

衛
が
子
孫
一
軒
の
み
に
て
、
そ
の
宅
地
は
本
村
よ
り
南
に
あ
た
れ
る
と
こ
ろ
な
り
、

そ
の
餘
は
所
々
に
散
在
せ
る
地
な
れ
ば
、
堺
も
辨
す
べ
か
ら
ず
、
土ど

し
ょ
う性

は
黑
土
に

し
て
皆
陸は

た
け田

な
り
、
そ
の
餘よ

は
小
高
新
田
に
同
じ
、

　

小
名

　
　

三
み
つ
き
ょ
う經　

東
北
の
方か

た

な
り
、

　
　

御
領
四
方
坂　

東
の
方
な
り
、

　
　

半
ヶ
谷　

同
お
な
じ
あ
た
り

邊
な
り
、

　
　

阿
久
和
出
苅
場　

南
の
方
相
州
阿
久
和
村
の
境
な
り
、

　
　

阿
久
和
膳
部
臺台　

こ
れ
も
南
の
方
な
り
、

◎
上か

み
ほ
し
か
わ
む
ら

星
川
村　

上
星
川
村
は
、
郡
の
南
橘
樹
郡
の
界さ

か

ひ
に
あ
り
、
今
は
神
奈
川
領
な

れ
ど
、
古

い
に
し
えは

小
机
領
と
も
い
へ
り
、
江
戸
日
本
橋
へ
は
行
程
八
里
餘あ

ま
り、

村
の
廣

こ
う
き
ょ
う挾

は
東
西
へ
十（

約
一
．三
㎞
）

二
丁
、
南
北
へ
五

（
約
五
五
〇
ｍ
）

丁
に
あ
ま
れ
り
、
村
内

坤
ひ
つ
じ
さ
るの

方か
た

よ
り
乾

い
ぬ
い

の
方
へ
川

島
村
の
地
を
貫

つ
ら
ぬ

け
り
、
さ
れ
ば
村
の
地
は
自

お
の
ず
から

二
つ
に
隔

へ
だ
た

り
て
、
西
の
方
な
る
を
上か

み

と
云
ひ
、
東
の
方
を
ば
下し

も

と
い
へ
り
、
四し

き
ょ
う境

は
、
東
の
方
は
橘
樹
郡
和
田
村
・
帷

子
町
等
に
と
な
り
、
南
は
坂
本
・
川
島
の
二
村
に
堺さ

か

ひ
、
西
は
白
根
村
に
て
、
北

は
橘
樹
郡
羽
澤
村
、
當
郡
上
菅
田
村
に
つ
ゞ
け
り
、
家
數
六
十
一
軒
、
す
べ
て
村

内
山
に
そ
ひ
て
田
は
谷
間
の
地
に
作
る
、
さ
れ
ど
用
水
不
便
な
れ
ば
旱か

ん
そ
ん損

の
患

う
れ
い

多
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し
、
故ゆ

え

に
艮

う
し
と
らの

方
に
溜た

め
い井

を
設
け
て
引ひ

き
も
ち用

ゆ
、
土ど

し
ょ
う性

は
眞ま

つ
ち土

或
は
黑
土
砂
交ま

じ

は
れ

り
、
檢
地
は
寛

？

永
二
十
二
年
富
田
半
之
丞
・
成
瀬
忠
右
衞
門
等
に
て
、
新
田
方
は

明め
い
わ和

四
（
一
七
六
七
）

年
辻
源
五
郎
檢
地
す
、
星
川
の
地
名
は
郡
の
惣そ

う
せ
つ説

に
辨弁

せ
し
ご
と
く
、【
和

名
抄鈔

】
久く

ら
き
ぐ
ん

良
郡
の
内
に
も
出
た
れ
ば
、
此
村
は
そ
の
鄕
の
も
と
に
し
て
、
古ふ

る

く
よ
り

開
け
し
な
る
べ
し
、
さ
れ
ど
外ほ

か

の
古
記
録
に
沙さ

　
た汰

あ
る
こ
と
を
い
ま
だ
き
か
ず
、
遙

は
る
か

の
後
小
田
原
北
條
分
國
の
頃
は
、
か
の
【
所
領
役
帳
】
に
六
鄕
殿
卅
四
貫
九
百
四
十

文
、
小
机
筋
星
川
又
向
星
川
と
あ
る
も
、
今
上
下
星
川
と
唱と

な

ふ
る
二
村
な
る
べ
し
、

御
入
國
の
後
正し

ょ
う
ほ
う保

の
（
一
六
四
四
～
四
八
）

頃
は
、
當
村
及
川
島
村
を
山
本
平
九
郎
が
采さ

い
ゆ
う邑

に
賜
は

れ
り
、
今
御
料
は
小
野
田
三
郎
右
衞
門
信
利
支
配
し
、
私
領
は
御
醫医

師
船
橋
宗
迪

の
知
行
な
り
、
村
内
一
條
の
道
あ
り
、
川
島
村
よ
り
入
中
央
を
通
じ
橘
樹
郡
帷
子

町
へ
達
す
、
村
内
を
通
ず
る
長
さ
十（

約
一
．三
㎞
）

二
丁
許
、
道
幅
三

（
五
．四
五
ｍ
）

間
、
秣ま

ぐ
さ
ば場

は
北
の
方か

た

に
て

十
（
三
五
，五
〇
三
坪
）

二
丁
八
反
三
畝
十
三
歩
あ
り
、
隣
村
川
島
村
と
入い

り
あ
い會

な
り
、

高
札
場　

村
の
北
に
あ
り
、
船
橋
宗
迪
が
采さ

い
ち地

の
内
な
り
、

　

小
名

　
　

下
耕
地　

八
幡
谷
以
上
共
に
東
の
方
に
あ
り
、

　
　

堀
先　

中
耕
地　

以
上
二
ヶ
所
共
に
南
よ
り
を
云
、

　
　

猪
子
山
下　

西
の
方
を
云
、

　
　

菅
田
谷　

山
王
谷
通　

い
づ
れ
も
村
の
北
よ
り
に
あ
り
、

　
　

寺
田
袋　

坤
の
方
を
云
、

　
　

四
段
田　

こ
れ
も
同

お
な
じ
あ
た
り

邊
に
あ
り
、

釜か
ま
だ
ん
や
ま

壇
山　

村
の
東
に
あ
り
、
高
さ
十（

約
四
〇
ｍ
）

三
丈
ば
か
り
、
山
上
に
塚
あ
り
、
こ
ゝ
に
石
を
重
て

上
の
石
に
は
丸
き
穴
を
う
が
て
り
、
土ど

じ
ん人

の
傳
へ
に
は
、
昔
右う

だ
い
し
ょ
う

大
將
頼
朝
卿

き
ょ
う

富
士
野

に
狩か

り

せ
ら
れ
し
時
、
茶
を
た
て
し
釜
壇
の
石
な
り
と
云
、
此
説
尤

も
っ
と
もう

け
か
ひ
が
た
し
、

入い
る
ま
の

間
野
或
は
那
須
野
の
狩
と
い
は
ん
は
さ
も
あ
る
べ
き
を
、
富
士
野
に
て
は
地
理
の
次
第

も
た
が
へ
る
に
似
た
り
、
頼
朝
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
置お

き

て
、
武
田
北
條
家
な
ど
の
陣じ

ん
し
ょ所

の

寛
永
年
代
は
二
十
一
年
ま
で
。
同
年
正
保
に
改
元
。
誤
記
か
？
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舊き
ゅ
う
せ
き

跡
な
ど
ゝ
い
は
ん
は
さ
も
あ
る
べ
き
か
、
土ど

じ
ん人

の
傳
へ
の
ま
ゝ
に
し
ば
ら
く
し
る
す
、

村
民
此
石
の
苔こ

け

を
と
り
て
、
風
邪
或
は
咳
な
ど
病
も
の
に
飲い

ん

し
む
け
れ
ば
必
癒な

お

る
と
云
、

平へ
い
ゆ癒

せ
し
時
は
竹
の
筒
へ
酒
を
入
て
さ

捧
げ
る

ゝ
く
る
と
い
へ
り
、
此
山
の
東
の
裾
通
り
に
、
西

東
へ
下
る
坂
あ
り
、
こ
れ
を
東
坂
と
云
、

帷
子
川　

西
の
方
川
嶋
村
よ
り
村
内
南み

な
み
ざ
か

界
ひ
を
へ
て
、
巽

た
つ
み

の
方
橘
樹
郡
帷
子
町
へ
達
す
、

川
幅
六

（
約
一
一
ｍ
）

間
ば
か
り
、
長
さ
二（

約
二
．七
㎞
）

十
五
丁
に
あ
ま
れ
り
、
此
川
の
枝し

り
ゅ
う流

南
の
方
へ
引
て
用
水
の

便た
よ

り
と
な
せ
り
、

　

上
菅
田
川　

北
の
方
上
菅
田
村
よ
り
入
、
當
村
中
央
を
流
て
帷
子
川
に
合が

っ

す
、
尤

も
っ
と
も

細
流

な
り
、

杉
山
社　

除じ
ょ
ち地

、
二

（
六
〇
坪
）

畝
、
村
の
東
の
方
に
あ
り
、
覆お

お
い
や屋

三
間
に
二
間
半
、
内
に
小お

や
し
ろ社

を
置
、

巽た
つ
み

向
な
り
、
社
前
に
鳥
居
を
た
つ
、
村
の
惣そ

う

鎭
守
に
し
て
、
例
祭
は
九
月
十
八
日
、
村

民
の
持
、
下し

も

の
三
社
は
村
持
也
、

山
王
社　

除
地
、
一

（
三
〇
坪
）

畝
、
村
の
西
に
あ
り
、
船
橋
宗
迪
が
采さ

い
ち地

の
内
な
り
、

八
幡
社　

除
地
、
一

（
三
〇
坪
）

畝
、
村
の
艮
の
方
に
あ
り
、
南
に
向
ふ
、
御
料
の
方
な
り
、

神
明
社　

除
地
、
一

（
三
五
坪
）

畝
五
歩
、
村
の
東
に
あ
り
、
南
に
向
ふ
、

第
六
天
社　

除
地
、
一

（
三
〇
坪
）

畝
、
村
の
中
央
に
あ
り
、
村
内
妙
福
寺
持
、

妙み
ょ
う
ふ
く
じ

福
寺　

年
貢
地
、
一（

四
二
〇
坪
）

段
四
畝
、
村
の
中
央
に
あ
り
、
法
華
宗
、
相
州
愛
甲
郡
金
田
村
妙

順
寺
末
、
星
川
山
と
號ご

う

す
、
開
山
は
寂
静
院
日
賢
と
云
り
、
そ
の
寂

じ
ゃ
く
ね
ん

年
を
傳
へ
ず
、
客
殿

五
間
に
四
間
南
向
な
り
、
本
尊
三さ

ん
ぼ
う寶

を
安あ

ん

す
、
昔
よ
り
こ
の
山
上
に
小
庵
を
立
置
し
が
、

い
つ
の
頃
か
此
所
へ
引
て
一
寺
と
せ
り
、
船
橋
宗
迪
が
采
地
に
あ
り
、

　

題だ
い
も
く目

石
碑　

客
殿
に
向
て
右
の
方
山
の
半
腹
に
立
り
、
高
さ
九

（
約
二
．七
ｍ
）

尺
ば
か
り
、

東と
う
こ
う
じ

光
寺　

除じ
ょ
ち地

、
一（

四
八
〇
坪
）

段
六
畝
、
村
の
艮

う
し
と
らの

方
に
あ
り
、
禪
宗
曹
洞
派
、
橘
樹
郡
小
机
村
雲

松
院
末
、
藥薬

王
山
と
稱
す
、
開
山
は
堯
室
宗
舜
正

し
ょ
う
ほ
う
　

保

二
（
一
六
四
五
）

年
六
月
朔つ

い
た
ち日

寂じ
ゃ
くす

、
客
殿
六

間
半
に
五
間
西
南
の
方
に
向
ふ
、
本
尊
薬
師
坐
像
に
し
て
長
さ
一（

約
五
四
㎝
）

尺
八
寸
ば
か
り
、
行ぎ

ょ
う
き基

の
作
な
り
と
云
、

	
			




　
　

以
下
略

新
編
武
藏
風
土
記
稿
卷
之
八
十
三

終
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新
編
武
藏
風
土
記
稿
卷
之
八
十
七

 　

都
筑
郡
之
七　

小
机
領

◎
上
菅
田
村　

上
菅
田
村
は
、
郡
の
南
の
方
に
あ
り
、
昔
は
小
机
鄕
と
も
い
ひ
て

小
机
百
八
村
の
内
な
り
と
土ど

じ
ん人

云い
え

り
、
江
戸
日
本
橋
ま
で

凡
お
よ
そ
　
　

八
（
約
三
二
㎞
）

里

餘
　
　
あ
ま
りの

行
程
な

り
、
四
方
の
廣

こ
う
き
ょ
う狹

は
凡

お
よ
そ

東
西
へ
十（

約
一
．二
㎞
）

一
丁
、
南
北
二（

約
二
．二
㎞
）

十
丁
に
あ
ま
れ
り
、
村
の
東
は
橘

樹
郡
下
菅
田
・
羽
澤
の
二
村
に
接
し
、
西
は
新
井
新
田
・
白
根
村
に
さ
か
ひ
、
南
の

方
は
上
星
川
・
川
島
の
兩
村
に
て
、
北
は
鴨
居
村
に
續
け
り
、
家
數
四
十
四
軒
、
す

べ
て
田
少
く
畑
多
し
、
土ど

し
ょ
う性

は
野の

づ
ち土

砂
石
交ま

じ
われ

り
、
用
水
不
足
に
し
て
旱か

ん
そ
ん損

の
患

う
れ
い

多
し
、

御お
は
や
し林

四
ヶ
所
あ
り
、
多
く
は
巽

た
つ
み

の
方か

た

に
よ
れ
り
、
す
べ
て
七

（
二
二
，三
八
九
坪
）

丁
四
段
六
畝
九
歩
、
檢
地

は
寛か

ん
え
い永

二（
一
六
四
四
）

十
一
年
富
田
半
之
丞
、
享

き
ょ
う
ほ
う（
一
七
二
三
）

保
八
年
筧
播
磨
守
等
う
け
た
ま
わ
れ
り
、
御
入

國
の
後
、
正

し
ょ
う
ほ
う保

の
（
一
六
四
四
～
四
八
）

頃
は
山
本
平
八
郎
知し

る

と
こ
ろ
に
し
て
、
其
後
年
代
し
れ
ず
、
皆

御ご
り
ょ
う料

に
な
れ
り
、
文ぶ

ん
か化

八
　（
一
八
一
一
）

年
久
良
岐
郡
金
澤
へ
公
よ
り
要よ

う
が
い害

の
た
め
に
、
大お

お
づ
つ
だ
い

筒
臺

を
築
か
れ
し
に
よ
り
、
其
所
の
地
頭
山
名
熊
五
郎
が
采さ

い
ち地

を
收し

ゅ
こ
う公

せ
ら
れ
、
當
村
の

内
に
て
別
に
た
ま
へ
り
、
御
料
の
方
は
今
は
小
野
田
三
郎
右
衞
門
信
利
預
り
奉

た
て
ま
つり

ぬ
、

高
札
場
二
ヶ
所	

御
料
の
方
は
村
の
中
央
に
あ
り
、

		


私
領
の
方
は
南
よ
り
に
た
て
り
、

　

小
名

　
　

山
崎　

巽
の
方
村
の
端
に
あ
り
、

　
　

か
り
ま
た
谷　

南
の
方
な
り
、

　
　

さ
ん
の
谷　

こ
れ
も
南
の
方
を
云
、

　
　

白
根
境　

西
の
方
に
あ
り
、

　
　

大
谷　

上
原　

以
上
村
の
中
央
を
云い

え

り
、

用
水　

谷
々
よ
り
清
水
落
あ
ふ
れ
て
一
條
の
流
と
な
り
、
村
内
の
田た

な
か間

に
そ
ゝ
ぎ
て
、
上

星
川
村
へ
も
通
ず
、

【
大
筒
】（
お
お
づ
つ
）
大
砲
の
古
称
。
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八
幡
社　

除じ
ょ
ち地

、
七

（
二
三
〇
坪
）

畝
二
十
歩
、
村
の
中
央
に
あ
り
、
石せ

っ
か
い階

を
登
り
て
覆お

お
い
や屋

二
間
に
二
間
半
、

内
に
小し

ょ
う
し祠

を
置
巽た

つ
みへ

向
ふ
。
村
持
に
て
、
例
祭
は
年
々
八
月
十
五
日
、
石
階
の
下
に
石
の

鳥
居
を
立
、

　

末
社
天
王
社　

八
幡
に
向

む
か
い

て
右
の
方
に
あ
り
、

福ふ
く
し
ょ
う
じ

姓
寺　

除
地
、
八

（
二
六
〇
坪
）

畝
二
十
歩
、
村
の
中
央
に
あ
り
、
古
義
眞
言
宗
、
久
良
岐
郡
太
田
村

東
福
寺
末
、
本
尊
藥
師
長
一（

約
三
三
㎝
）

尺
一
寸
許ば

か
りな

る
を
安あ

ん

す
、
開
山
開
基
を
詳

つ
ま
び
ら
かに

せ
ず
、
客
殿

六
間
四
間
半

　

地
藏
堂　

元
當
寺
の
邊
に
あ
り
し
を
、
堂
も
こ
と
の
外
零れ

い
ら
く落

せ
し
に
よ
り
、
境
内
に
移

せ
り
と
云
、
堂
二
間
に
三
間
半
南
向
な
り
、
本
尊
長
二（

約
八
二
㎝
）

尺
七
寸
許
の
立
像
な
り
、

十
三
塚　

村
の
南
よ
り
に
あ
り
、
名
の
み
殘
り
て
今
一
つ
を
存
す
れ
ど
、
土
人
は
十
三
塚

と
呼よ

べ

り
、
僅

わ
ず
か

一
間
半
四
方 

、

褒ほ
う
ぜ
ん
し
ゃ

善
者
百
姓
七
右
衞
門
後
家
も
ん
女じ

ょ　

も
ん
女
は
元
よ
り
當
村
の
生
れ
に
し
て
、
幼

き
と
き
よ
り
父
母
に
わ
か
れ
、
た
ゞ
祖
母
の
み
あ
り
、
彼
も
孫
の
み
な
し
ご
な
る
を
あ
は

れ
み
て
、
困
窮
の
中
に
も
心
を
つ
く
し
育
ひ
そ
だ
て
し
か
ば
、
程
な
く
年
十
七
に
成
し
頃
、

村
内
百
姓
の
子
に
七
右
衞
門
と
云
も
の
あ
り
、
か
れ
を
聟む

こ

と
せ
し
に
、
そ
れ
も
難
苦
に
た

へ
か
ね
、
妻
を
す
て
ゝ
さ
り
し
か
ば
、
自
ら
ひ
と
り
祖
母
を
や
し
な
ひ
し
に
、
祖
母
も
い

た
く
老
ぼ
れ
た
れ
ば
、
寒さ

む
よ夜

の
頃
に
は
衾

ふ
す
ま

を
と
も
に
し
て
暖
め
、
夏
に
至
れ
ば
凉

り
ょ
う

に
つ
け

て
暑
を
避よ

け

し
め
、
そ
の
餘余

力
に
は
女
な
が
ら
も
田
畑
に
い
で
、
耕
作
し
て
衣
食
の
た
す
け

を
な
し
、
朝
夕
の
食
物
な
ど
好
む
に
随

し
た
が

ひ
求
得
て
食
は
し
む
、
か
く
し
つ
ゝ
年
月
を
お
く

り
、
祖
母
齢よ

わ
い
は
ち
じ
ゅ
ん
あ
ま
り

八
旬
餘
に
及
び
た
れ
ば
、
も
と
よ
り
歩
行
も
か
な
ひ
が
た
か
り
し
故
、
常

に
側そ

ば

を
さ
ら
ず
し
て
起き

き
ょ居

に
も
心
を
く
ば
り
、
動
靜
も
目
を
そ
へ
つ
ゝ
五
年
を
過
し
ぬ
、

其
後
八
十
九
歳
に
し
て
天
命
を終

　
えへ

し
か
ば
、
か
ゝ
る 

き
奇
　
特

と
く
な
る
こ
と
あ
ま
ね
く
聞
え

し
に
よ
り
、
村
民
等ら

も
擧

こ
ぞ
り

て
其
奇
特
を
感
じ
、
地
頭
山
名
熊
五
郎
へ
そ
の
よ
し
訴
へ
し
か

ば
、
文ぶ

ん
か（
一
八
一
二
）

化
九
年
申
十
二
月
地
頭
よ
り
銀
二
枚
を
あ
た
へ
て
、
其
孝こ

う
し
ん心

を
稱
せ
り
と
云
、
時

に
も
ん
は
歳
四
十
三
な
り
、

の
も
の
も
あ
る
。『
広
辞
苑
』

【
八
旬
】（
は
ち
じ
ゅ
ん
）
旬
＝
十
年
。『
広
辞
苑
』

【
衾
】（
ふ
す
ま
）
長
方
形
の
袷
（
あ
わ
せ
）
で
、
寝

る
と
き
に
か
ら
だ
の
上
に
か
け
る
夜
具
。
綿
を
入
れ

る
の
を
普
通
と
す
る
が
、
袖
や
襟
を
加
え
た
直
垂
状
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中
略

◎
新
井
新
田　

此
新
田
は
、
郡
の
巽

た
つ
み

に
あ
り
、
昔
は
御お

は
や
し林

な
り
し
を
、
橘
樹
郡
神
奈
川

の
人
、
新
井
忠
平
衞
と
云
も
の
、
寶ほ

う
れ
き暦

年
（
一
七
五
一
～
六
四
）

中
開
發
し
て
よ
り
新
井
新
田
と
唱と

な

へ
り
、

村
の
廣
さ
東
西
へ
三

（
約
三
三
〇
ｍ
）

町
餘あ

ま
り、

南
北
六

（
約
六
六
〇
ｍ
）

町
に
あ
ま
れ
り
、
四し

き
ょ
う境

、
東
は
上
菅
田
村
に
接
し
、

南
は
川
島
村
に
て
、
西
よ
り
北
へ
か
ゝ
り
て
は
白
根
村
な
り
、
眞
北
の
方か

た

は
鴨
居
村
に

つ
ゞ
け
り
、
江
戸
日
本
橋
ま
で
行
程
八
里
ば
か
り
、
家
數
十
四
軒
、
村
内
す
べ
て
小
山

多
く
し
て
平

た
い
ら

か
な
ら
ず
、
畑
多
く
田
少
し
、
土ど

し
ょ
う性

は
黑
野の

づ
ち土

な
り
、
坤

ひ
つ
じ
さ
るの

方か
た

に
四

（
一
，二
〇
〇
坪
）

段

ば
か
り
の
秣ま

ぐ
さ
ば場

あ
り
、
檢
地
は
久
保
田
十
左
兵
衞
門
な
り
、
御
代
官
の
遷
代
は
大
貫
次

右
衞
門
・
伊
奈
半
左
衞
門
・
菅
沼
安
十
郎
・
中
村
八
太
夫
・
伊
奈
友
之
助
か
は
る
が
わ

る
支
配
し
て
、
今
は
小
野
田
三
郎
右
衞
門
あ
づ
か
り
奉

た
て
ま

つ
り
ぬ
、

高
札
場　

村
の
中
央
に
あ
り
、

　

小
名

　
　

庚
申
丸	

村
の
東
の
方
な
り
、

　
　

會
所
前	

こ
れ
も
東
の
方
な
り
、　

　
　

境
谷	

南
の
方
を
い
ふ
、

　
　

長
坂	

お
な
じ
邊

あ
た
り

な
り

　
　

網
張
場	

西
の
方
な
り
、

　
　

樹
木
谷	

前
に
同
じ

　
　

千
貫
丸	

北
の
方
を
す
べ
て
い
ふ
、

　
　

中
道	

同
じ
邊
を
い
ふ
、

　
　

大
村	

村
の
中
央
な
り
、

稻
荷
社　

除
地
、
一
段
六
畝
二
十
四
歩
、
村
の
坤
の
方
に
あ
り
、
わ
づ
か
の
社
に
し
て
東

に
む
か
へ
り
、
村
の
鎭
守
な
り
、
橘
樹
郡
星
川
村
法
性
寺
の
も
ち
な
り
、
新
田
開
發発

の
の

ち
勧

か
ん
じ
ょ
う

請
す
と
云
ふ
、

新
編
武
藏
風
土
記
稿
卷
之
八
十
七

終
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新
編
武
藏
風
土
記
稿
卷
之
八
十
八

 　

都
筑
郡
之
八　

領
名
未
勘

			



中
略

◎
川か

わ
い
む
ら

井
村　

川
井
村
は
、
郡
の
南
に
あ
り
、
古

い
に
し

へ
に
御み

く

り

や

厨
屋
の
庄
と
も
、
榛は

ん
が
や

ヶ
谷
の

庄
な
ど
ゝ
も
唱と

な

へ
し
に
よ
し
、
さ
れ
ど
舊ふ

る

く
は
御
厨
屋
を
三み

く
り
や

栗
谷
と
も
唱
へ
し
に

や
、
既
に
文ぶ

ん
ろ
く（
一
五
九
三
）

祿
二
年
の
水

み
ず
ち
ょ
う帳

に
も
、
小
机
の
内
三
栗
谷
庄
と
し
る
せ
り
、
村
名
の

起
り
を
詳

つ
ま
び
ら
かに

せ
ず
、
土ど

じ
ん人

の
傳つ

た

へ
は
多
磨
郡
川
井
村
の
者
來
り
て
開
發発

せ
し
に
よ

り
、
此
名
あ
り
と
云
、
正

し
ょ
う
ほ
う（
一
六
四
四
～
四
八
）

保
の
頃
の
も
の
に
は
、
川
井
村
と
の
み
記し

る

し
て
、
上か

み
し
も下

を
分
た
ざ
り
し
に
、
寛

か
ん
え
い（
一
六
二
四
～
四
四
）

永
年
中
の
御ご

し
ゅ
い
ん

朱
印
に
、
上
河
井
村
と
あ
れ
ば
、
こ
の
頃
上

下
を
分
ち
し
も
の
に
や
、
元

（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）

祿
年
中
鄕
村
の
帳
に
は
、
は
や
今
の
如
く
三
村
に
分わ

か

ち
し
る
せ
り
、
さ
れ
ど
も
一
村
の
地
な
れ
ば
、
そ
の
境さ

か

ひ
犬け

ん
が牙

し
て
さ
た
か
に
辨べ

ん

し
か
た
け
れ
ど
も
、
大た

い
て
い抵

上
川
井
村
は
西
北
に
あ
り
、
川
井
村
は
東
の
方か

た

に
よ
り

て
、
下し

も
か
わ
い
む
ら

川
井
村
の
地
は
南
の
方か

た

に
交

ま
じ
わ

れ
り
、
江
戸
日
本
橋
へ
は
行
程
十

（
約
四
〇
㎞
）

里
に
餘あ

ま

れ
り
、

家
數
百
三
十
五
軒
、
四し

り
ん隣

、
東
の
方
は
白
根
・
今
宿
の
二
村
に
接
し
、
西
は
相
州

鎌
倉
郡
瀬
谷
村
に
交ま

じ

は
り
、
南
は
二
俣
川
村
に
て
、
北
は
長
津
田
村
に
及
び
、
艮

う
し
と
ら

の
方
は
久
保
村
に
つ
ゞ
け
り
、
東
西
へ
凡お

よ

そ
三（

約
三
．八
㎞
）

十
五
町
、
南
北
二（

約
二
．七
㎞
）

十
五
町
に
餘あ

ま

り
、

す
べ
て
山
林
高
低
あ
り
て
土ど

し
ょ
う性

は
黑
土
砂
交ま

じ
われ

り
、
田
少
く
し
て
畑
多
し
、
當
村
元

の
領
主
は
傳
へ
ず
、
そ
の
後
の
地
頭
も
入
あ
ひ
の
地
な
れ
ば
尤

も
っ
と
も

辨
し
が
た
し
、
し

ば
ら
く
三
村
を
あ
は
せ
て
い
へ
ば
、
御
入
國
の
後
は
伊
奈
半
十
郎
忠
治
、
御
代
官

所
の
外
、
元げ

ん
な（
一
六
一
五
）

和
元
年
駒
井
右
京
亮
親
直
が
采さ

い
ち地

に
賜た

ま

は
り
、
其そ

の
よ餘

は
い
つ
の
頃
に
や
、

鈴
木
作
兵
衛
・
倉
林
五
郎
右
衛
門
等
の
給
へ
り
、
今
御
料
の
方
は
小
野
田
三
郞
右
衛

門
預
り
奉

た
て
ま
つり

、
私
領
の
方
は
駒
井
右
京
・
倉
林
五
郞
右
衛
門
知
る
所
に
て
、
鈴
木
作
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兵
衛
が
采さ

い
ゆ
う邑

は
い
つ
の
頃
か
收し

ゅ
こ
う公

せ
ら
る
、
檢
地
は
元げ

ん
ろ
く（
一
六
九
三
）

祿
六
年
伊
奈
半
左
衛
門

奉
た
て
ま
つ

り
て
糺た

だ

せ
り
、
村
内
北
の
方

古
い
に
し
え

海
道
と
て
僅

わ
ず
か

に
存
せ
る
あ
り
、
今
よ
り
は
往
來
と

も
見
え
ず
、
長
津
田
・
久
保
の
二
村
よ
り
入い

り

、
南
の
方
二
俣
川
村
へ
達
す
、
又
相
州

中
原
道
も
白
根
村
よ
り
存
相
を
經
る
こ
と
二（

約
二
．八
㎞
）

十
六
町
餘あ

ま
りに

し
て
、
相
州
鎌
倉
郡
瀬
谷

村
へ
達
す
、
又
一
條
は
八
王
子
往
來
道
と
て
、
東
の
方
今
宿
村
よ
り
入い

り

、
村
内
を

過
る
こ
と
三（

約
三
．八
㎞
）

十
五
町
ば
か
り
に
て
、
西
の
方
長
津
田
村
に
通
ず
、

高
札
場　

村
の
東
に
あ
り
、

　

小
名

　
　

下
宿	

東
よ
り
を
云
、

　
　

三
ツ
屋 

山
崎
屋
敷　

二
ヶ
所
と
も
に
中
央
よ
り
少
く
西
に
あ
り

　
　

五
段
田	

北
の
方か

た

に
よ
り
て
下
川
井
村
と
接せ

っ
ち地

な
り
、

　
　

ろ
う
ば
谷	

同
じ
邊

あ
た
り

に
あ
り
、

　
　

矢や
ざ
し指

谷	

西
南
の
方
に
あ
り
、

　
　

せ
き
ぐ
ち	

南
の
方
を
云
、

　
　

か
ま
と
り
池　

こ
れ
も
同
じ
邊
に
あ
り
、
文

ぶ
ん
ろ
く（
一
五
九
二
～
九
六
）

祿
の
頃
相
州
鎌
倉
郡

		


阿あ
　
く
　
わ

久
和
村
界さ

か

ひ
に
池
あ
り
し
故
、
名
付
し
も
知
べ
か
ら
ず
、		



　

		


今
池
の
形
は
な
け
れ
ど
も
、
文
祿
の
水

み
ず
ち
ょ
う

帳
に
も
の
せ
た
れ
ば
、		



　

		


舊ふ
る

く
よ
り
の
名
な
る
べ
し
、

吉
祥
山　

村
の
中
央
に
あ
り
、
そ
の
名
づ
く
る
故
を
詳

つ
ま
び
ら
かに

せ
ず
、

川　

二
俣
川
の
一
の
水み

な
か
み元

な
り
、
上
川
井
村
の
内
小
名
大
貫
谷
よ
り
の
淸
水
合が

っ

し
て
一
流

と
な
り
、
東
の
方
今
宿
村
へ
達
す
、
村
内
を
ふ
る
こ
と
三（

約
三
．三
㎞
）

十
町
ば
か
り
、
川
幅
も
二

（
約
三
．六
ｍ
）

間
に

餘あ
ま

れ
り
、

　

新
橋　

東
の
方
中
原
道
の
邊

あ
た
り

に
あ
り
、
長
五

（
約
九
ｍ
）

間
、
幅
七（

約
二
．二
ｍ
）

尺
五
寸
、
自じ

ぶ
し
ん
ど
こ
ろ

普
請
所
な
り
、

八
幡
社　

除じ
ょ
ち地

、
七

（
二
三
四
坪
）

畝
二
十
四
歩
、
村
の
東
の
方か

た

に
あ
り
、
社
は
二
間
に
二
間
半

坤

ひ
つ
じ
さ
る

に
向
ふ
、
前
に
鳥
居
を
立
、
神し

ん
た
い軆

は
弓

き
ゅ
う
せ
ん

箭
を
と
り
し
形
に
て
、
彩さ

い
し
き色

を
加
た
る
像
な
り
、

長
八

（
約
二
四
㎝
）

寸
ば
か
り
、
例
祭
年
々
九
月
に
し
て
其
日
を
定
め
ず
、
上
川
井
村
長
源
寺
の
持も

ち

、
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◎
上か

み
か
わ
い
む
ら

川
井
村　

上
川
井
村
は
、
前
村
及
び
下
川
井
村
・
坂
倉
新
田
と
三
所
入い

り
あ
い會

に

し
て
、
接せ

っ
か
い界

も
分
ち
が
た
し
、
上か

み
し
も下

に
分
れ
し
年
代
は
、
略ほ

ぼ

前
村
に
辨べ

ん

せ
し
如
く
、

寛か
ん
え
い（
一
六
二
四
～
四
四
）

永

の

頃
村
高
の
内
、
上
川
井
二
百
七
十
三
石
餘あ

ま
り、

庄
定
之
丞
が
先
祖
へ
賜た

ま

は

り
し
御ご

し
ゅ
い
ん

朱
印
あ
れ
ば
、
推す

い
こ
う考

す
べ
し
、
さ
れ
ど
そ
れ
も
い
く
ほ
ど
な
く
收し

ゅ
こ
う公

せ
ら

れ
、
正

し
ょ
う
ほ
う保

の
頃
は
鈴
木
作
兵
衛
の
知

し
ら
せ

る
所
な
り
し
が
、
こ
れ
も
ま
た
收し

ゅ
こ
う公

せ
ら
れ
、

御ご
り
ょ
う
し
ょ

料
所
と
な
り
、
今
は
小
野
田
三
郞
右
衛
門
信
利
支
配
す
、
檢
地
は
元

げ
ん
ろ
く（
一
六
九
五
）

祿
八
年
安
藤

對
馬
守
重
治
た
ゝ
せ
り
、
秣ま

ぐ
さ
ば場

は
上
下
川
井
村
の
接せ

っ
ち地

に
あ
り
て
た
が
い
に
列

つ
ら
な

れ
り
、

高
札
場　

村
の
北
の
方か

た

長
源
寺
の
前
に
あ
り
、

　

小
名

　
　

大
竹　

東
の
方
な
り
、

　
　

大
貫
谷　

北
の
方
を
い
ふ
、

　
　

日
向
根

（
ヒ
ナ
タ
ネ
）　

東
北
の
方
を
云
、

　
　

東
根　

南
の
方
を
い
へ
り
、

神
明
社　

除じ
ょ
ち地

、
二

（
七
五
〇
坪
）

段
五
畝
歩
、
東
の
方
に
あ
り
、
社
は
二
間
半
に
三
間
坤
の
方
に
向
ふ
、

前
に
鳥
居
を
立
、
例
祭
は
年
々
九
月
に
て
其
日
を
定
め
ず
、
社
は
丘
上
に
て
松
杉
繁
茂
せ

り
、
長
源
寺
持
、
以
下
五
社
も
同
寺
の
持
な
り
、

神
明
社　

除
地
、
十（

一
四
坪
）

四
歩
、
村
の
艮
の
方
に
あ
り
、
小
社
に
て
南
に
向
ふ
、

天
神
社　

除
地
、
三

（
九
九
坪
）

畝
九
歩
、
北
邊
に
よ
れ
り
、
僅
な
る
祠
を
南
向
に
立
、
前
に
木
の

鳥
居
あ
り
、

第
六
天
社　

除
地
、
二（

二
〇
坪
）

十
歩
、
西
南
の
丘
上
に
あ
り
、
社
は
五
尺
に
九
尺
北
向
な
り
、

木
の
鳥
居
を
立
、

杉
山
社　

除
地
、
二

（
二
四
坪
）

十
四
歩
、
西
北
の
間
丘
上
に
あ
り
、
社
は
六
尺
四
方
に
し
て
巽
に

向
ふ
、
木
の
鳥
居
を
た
て
り
、

圓
法
寺　

除
地
、
五

（
一
五
〇
坪
）

畝
、
南
の
方
に
よ
れ
り
、
禪
宗
曹
洞
派
、
相
州
高
座
郡
中
和
田
村

泉
龍
寺
末
、
南
鶏
山
と
號ご

う

す
、
開
山
開
基
を
詳

つ
ま
び
ら
かに

せ
ず
、
客
殿
三
間
半
に
四
間
半
艮
に

向
ふ
、
本
尊
彌
陀
木
の
立
像
、
長
一（

約
四
五
㎝
）

尺
五
寸
ば
か
り
な
る
を
安あ

ん

す
、

長
源
寺　

除じ
ょ
ち地

、
七

（
二
三
七
九
坪
）

段
九
畝
九
歩
、
北
の
方か

た

に
あ
り
、
古こ

　
ぎ義

眞
言
宗
、
橘
樹
郡
鳥
山
村
三

會
寺
末
、
川
井
山
觀
音
院
と
號ご

う

す
、
開
山
を
詳

つ
ま
び
ら
かに

せ
ず
、
中
興
開
山
實
圓
元げ

ん
ぶ
ん（
一
七
三
八
）

文
三
年
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八
月
九
日
寂じ

ゃ
くせ

り
、
石せ

っ
か
い階

數　
す
う
き
ゅ
う

級
を
登
り
て
客
殿
あ
り
、
四
間
に
五
間
、
南
に
向
ふ
、
本

尊
十
一
面
觀
音
、
木
の
立
像
、
長
一（

約
五
四
㎝
）

尺
八
寸
ば
か
り
、
行ぎ

ょ
う
き基

菩
薩
の
作
な
り
と
云
、

　

鐘
楼　

門
を
入い

り

て
右
に
あ
り
、
一
間
四
方
、
鐘

し
ょ
う
め
い

銘
に
明め

い
わ（
一
七
六
八
）

和
五
年
と
刻こ

く

せ
り
、
後

こ
う
し
ょ
う

證
に
益

な
け
れ
ば
略
す
、

八
塚　

村
の
南
に
よ
り
て
あ
り
、
僅

わ
ず
か

の
塚
に
し
て
大
松
一
株
あ
り
、
圍

か
こ
み

も
六
七
尺
ば
か
り
、

さ
れ
ど
其
由
來
を
傳
へ
ず
、

◎
下し

も
か
わ
い
む
ら

川
井
村　

下
川
井
村
も
、
上
下
川
井
・
坂
倉
新
田
と
地じ

ざ
か
い境

犬け
ん
が牙

せ
り
、
昔
よ

り
倉
林
五
郞
左
衛
門
の
采さ

い
ゆ
う邑

な
り
、
新
田
の
方
元げ

ん
ろ
く（
一
六
九
五
）

祿
八
年
安
藤
對
馬
守
重
治
檢
地

し
て
、
今
小
野
田
三
郞
右
衛
門
信
利
支
配
す
、

高
札
場　

南
の
方
に
よ
り
て
あ
り
、

　

小
名

　
　

瀬
戸　
　

東
に
よ
り
三
嶋
社
の
邊

あ
た
り

に
あ
り
、

　
　

吹
上　
　

村
の
中
央
な
り
、

　
　

矢
場　
　

東
北
の
間
御
殿
場
の
邊
を
云
、

　
　

金
ヶ
谷　

南
の
方
を
云
、

　
　

原　
　
　

字
瀬
戸
よ
り
西
の
方
を
云
り
、

大
鳥
山　

村
の
南
に
あ
り
、
古
大
鳥
某

な
に
が
しと

い
へ
る
鄕ご

う
し士

の
住

じ
ゅ
う

せ
し
所
と
云
り
、

三
島
社　

見み
す
て
ち

捨
地
、
二

（
六
〇
〇
坪
）　段

許
　
ば
か
り、

村
の
東
の
方
に
あ
り
、
平
地
に
し
て
松
杉
數
樹
繁
茂
す
、

社
二
間
四
方
西
向
な
り
、
社
前
に
木
の
鳥
居
を
立
、
神し

ん
た
い體

は
長
一

（
約
三
〇
㎝
）

尺
許ば

か
り、

此
こ
の
あ
た
り

邊
の
鎭
守

に
し
て
、
例
祭
は
九
月
十
一
月
の
内
其
日
を
定
め
ず
し
て
祭
れ
り
、

福
泉
寺　

除じ
ょ
ち地

、
二

（
六
〇
〇
〇
坪
）

町
許
、
北
の
方か

た

に
あ
り
、
禪
宗
曹
洞
派
、
長
津
田
村
大
林
寺
末
、
淸

隆
山
と
號ご

う

す
、
開
山
庭
山
と
云
、
そ
の
年
歴
を
傳つ

た

へ
ず
、
さ
れ
ど
第
二
世
の
僧
宗
隨
は

永
（
一
五
五
八
～
七
〇
）

祿
年
中
寂

　
じ
ゃ
くす

と
云
に
よ
れ
ば
、
開

か
い
び
ゃ
く

闢
の
年
代
も
お
し
て
は
か
る
べ
し
、
今
顯
堂
長
察

を
中
興
開
山
と
す
、
寛

か
ん
え
い（
一
六
三
二
）

永
九
年
八
月
二
十
六
日
寂じ

ゃ
くす

、
客
殿
十
間
に
六
間
半
、
東
に
向
ふ
、

本
尊
文
殊
、
此
像
の
腹

は
ら
ご
も
り

籠
に
長
一（

約
五
四
㎝
）

寸
八
分
の
文も

ん
じ
ゅ殊

を
籠

こ
も
り
お
き

置
し
と
云
、
こ
れ
は
行
基
の
作
さ

る
よ
し
、
慶

け
い
あ
ん（
一
六
四
九
）

安
二
年
寺
領
十
石
の
御ご

し
ゅ
い
ん

朱
印
を
賜た

ま

は
れ
り
、

【
腹
籠
】（
は
ら
ご
も
り
）
仏
像
な
ど
の
腹
中
に
観
音
や
経
典
な
ど
を
入
れ
籠
め
て
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
も
の
。
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【
手
作
】（
て
さ
く
）
自
分
の
手
で
耕
作
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
田
畑
。

　

山
門　

三
間
半
に
二
間
半
、
十
六
羅ら

か
ん漢

の
像
を
置
く
、

　

惣
門　

柱は
し
ら
ま間

九
尺
、
鐘
楼　

山
門
に
向
て
左
に
あ
り
、
九
尺
四
方
、
鐘
銘
元げ

ん
ろ
く（
一
七
〇
一
）

祿
十
四
年

極一
二
月月

、
倉
林
五
郞
左
衛
門
・
藤
原
房
次
と
あ
れ
ど
、
考

こ
う
し
ょ
う

證
に
益
な
け
れ
ば
略
す
、

　

開
山
堂　

客
殿
の
南
に
あ
り
、
二
間
四
方
な
り
、

　

文
殊
庵　

年ね
ん
ぐ
ち

貢
地
、
二

（
六
〇
坪
）

畝
、
村
内
南
の
方
に
あ
り
、
堂
は
五
間
四
方
、
巽む

き

向
な
り
、
本

尊
彌
陀
木
の
立
像
長
二
尺
、
福
泉
寺
の
持
、

舊き
ゅ
う
せ
き
ご
て
ん
ば

跡
御
殿
場　

下
川
井
村
の
内
、
東
の
方
中
原
道
の
傍

か
た
わ
らに

あ
り
、
む
か
し
東

家
康照

宮
江
戸
よ

り
相
州
高
座
郡
中
原
御
殿
に
渡と

ぎ
ょ御

あ
り
し
と
き
、
し
ば
し
ば
が
程
此
所
に
お
は
し
ま
し
、

御
茶
を
立
て
ら
れ
し
と
云
、
古
松
一
株
あ
り
、
御
殿
松
と
よ
ぶ
、
圍

か
こ
み

み
八

（
二
．四
ｍ
）

尺
ば
か
り
埒ら

ち

を

ゆ
ひ
廻
せ
り
、

　

倉
林
屋
敷　

北
寄
に
あ
り
、
一（

四
八
〇
坪
）

段
六
畝
、
文
祿
の
水

み
ず
ち
ょ
う

帳
に
倉
林
手て

さ
く作

と
の
せ
た
れ
ば
、

當
時
地
頭
倉
林
が
先
祖
の
屋
敷
に
て
、
菜
園
な
ど
開
き
置
し
に
や
、

◎
坂さ

か
く
ら
し
ん
で
ん

倉
新
田　

坂
倉
新
田
は
、
上
川
井
村
の
西
北
に
あ
り
、
村
の
四し

き
ょ
う境

は
、
前
に
い

へ
る
如
く
川
井
村
に
犬け

ん
が牙

し
て
、
こ
と
ご
と
く
辨べ

ん

し
が
た
し
、
皆
畑
の
地
な
り
、
民

家
纔わ

ず
か

に
、
當
村
も
と
空く

う
か
ん閑

の
地
な
り
、
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う（
一
六
八
七
）

享
四
年
小
高
市
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
、

小
高
新
田
開
墾
の
時
、
同
く
開か

い
は
つ發

せ
ん
と
し
、
既
に
其
功
を
奏そ

う

せ
ん
と
せ
し
か
ど
、

費
用
足
ら
ず
し
て
金き

ん
ざ座

の
屬ぞ

く

坂
倉
利
右
衛
門
其
財
を
出
し
、
故
に
此
地
を
與

く
み
し

て
購

あ
が
な

ひ
け
る
に
よ
り
、
利
右
衛
門
こ
ゝ
に
移
て
其
功
を
畢お

え

、
己
が
氏
を
以
て
村
名
と
し
、

居お
る

こ
と
二
三
年
に
し
て
去さ

り

て
、
土
地
に
は
農
夫
の
み
を
置
け
り
、
檢
地
は
元げ

ん
ろ
く（
一
六
九
五
）

祿
八
年

安
藤
對
馬
守
重
治
た
ゞ
す
、
開
發
以
來
御
料
所
に
て
、
今
は
御
代
官
小
野
田
三
郞

右
衛
門
信
利
假か

り

に
支
配
す
、

新
編
武
藏
風
土
記
稿
卷
之
八
十
八

終	

保
土
ヶ
谷
旭
之
部 

完


